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この学校報は、内小友小学校の保護者の皆様へ配付しております。

11月１日(金)、150周年事業として「親子大清掃」が行われました。児童と保護者、
合わせて123名で行い、校内外が見違えるようにきれいになりました。ご参加くださいま
した保護者の皆様、誠にありがとうございました。
学校では、縦割りグループで清掃活動を行っていますが、子どもたちだけでは行き届か

ない箇所まで丁寧に清掃してくださいました。この活動を通して、子どもたちの愛校心も
より深まったように思います。11月16日(土)は、いよいよ150周年記念式典が予定され
ております。子どもたち、保護者の皆様、そして地域の方々と喜びを分かち合いたいと思
います。何卒、よろしくお願い致します。

11月１日
親子大清掃

体育館の外側からも清掃していただきました

地区名：中沢、九十九沢、荒町

児童玄関のガラスもピカピカになりました

地区名：伊岡、大嶋、仙北屋

一心不乱に水飲み場をきれいにしている子どもたち

地区名：宮林

汚れている所を発見して、進んで清掃する子どもたち

地区名：余目

子どもたちでは手が届かないところの清掃

地区名：中田、山王堂、中山、島根、館前

仕事をもとめて、体育館にたくさんの

子どもたちが集まりました！



昨日７日(木)、大曲消防署のご協力の下、火災を想定した
避難訓練と煙道体験を行いました。子どもたちは、避難時
の約束である「お･は･し･も」（○お：押さない･○は：走らな
い･○し：しゃべらない･○も：戻らない）をしっかりと守って
素早く整然と避難でき、消防署の方からお褒めの言葉をい
ただきました。
煙道体験では、煙で周りが見えない状況を体験し、改め

て煙の怖さを実感した子どもたちも多かったようです。こ
の機会を捉えて、私(校長)から子どもたちには、煙の危険性
について説明しました。
災害に備えて日頃から訓練をしておくことが、万が一の

時の的確な行動につながります。また、「放送が流れたら静
かに聞く」「自分でしっかりと考え、判断し、行動する」と
いう姿勢は、日常の学校生活で養われるものです。しっか
りとした学校生活を送り、いざというときに「自分の命を
自分で守る」ことができる力を身に付けてほしいと思いま
す。
冬場はストーブ等の火気を使用する機会が増えます。ご

家庭でも機会を捉えて、是非とも話題にしていただけたら
幸いです。

11月７日
避難訓練

低い姿勢で逃げる子どもたち

煙道体験の様子

～全校児童が大曲支援学校のお友だちと交流しました～

本日、11月８日(金)、大曲支援学校の児童と本校の児童との交流活動である「ハロー
の会Ⅱ」が行われました。５月31日(金)以来の２回目の交流と言うことで、子どもたち
は本当に楽しみにしていました。今回は１、２、５年生は本校で、３、４、６年生は大
曲支援学校を会場にして行いました。以前にもお知らせしてあります通り、「心のバリ
アフリー推進モデル地区における障害理解の推進事業」のモデル校の指定の２年目とな
り、全県的にも本交流活動が注目されています。
「ハローの会」の様子については、次号の学校報でお知らせしますが、今号では11

月５日(火)にオンラインで実施された事前交流の様子の写真を掲載しました。交流の様
子について、是非ともご家庭での話題にしていただきたいと思います。

11月８日

ハローの会Ⅱ

６年生の事前交流の様子５年生の事前交流の様子４年生の事前交流の様子

３年生の事前交流の様子２年生の事前交流の様子１年生の事前交流の様子


